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関西 外 国語大 学 教 育研 究報告 第1号(2000年ll月)

KansaiGaidaiEducationalResearchandReport,No.1(Nov.2000)

フ ィ リ ピ ン共 和 国(TheRepublicofthePhilippines)の

英語教育の歴史

林 桂 子

はじめに

「_外国語で積極的にコミュニケーションを計ろ うとす る態度を育てる」とい う教育 目標、

早期英語教育、バイ リンガル教育、第2公 用語としての英語など21世紀の英語教育に纏わる様

々な問題が、 日本でも叫ばれている。外国語教育の開始年齢、指導法、学習の動機づけなどが

達成度にどのように影響 しているのであろうか。大学英語教育学会関西支部 「海外の外国語教

育研究会」では、1999年3月 に、「東アジアの外国語教育 ・日本の外国語教育診断」で、韓国、

中国、香港、台湾の外国語教育について調査 し、 日本の外国語教育との対比を行っている。 し

か し、東南アジアで最も英語能力が高いとされているフィリピンについては、まだ調査研究さ

れていない。本稿では、フィリピンの言語教育政策について検討する。フィリピンの言語教育

について述べる場合、教育制度、就学率、 クラスサイズ、カリキ ュラムの改革など多 くの検討

すべき課題はあるが、紙面の制限上、本稿では、フィリピンの言語教育政策の変遷、授業用言

語とバイ リンガル教育の開始年齢と母語の影響に焦点をあてる。

フィリピンは、教育水準も東南アジアでは最も高いと言われてきた。 しか し、最近では、 ド

ロップアウト(学 業中断)の 率が高 くな り、英語を含めた学習の達成度の低下(黒 島,1998、

Castillo,1999、 入江,1999)な ど、教育上の様々な問題が生 じてきている。 こうした問題を解

決すべ く、フィリピンでは、1970年 代から1980年 代にかけて、英語を軸とした教育改革の機運

が高まり、フィリピン政府では、初等 ・中等教育を中心に様々なプログラムとプロジェクトを

打ち立て、実践 してきている。1982年 の教育制度についての教育条例に始まり、1987年 のフィ

リピン憲法に基づ く施行令、1993年 から1998年 の中期フィリピン開発計画の教育 目標、そ して

21世紀に向かって、フィリピンが新 しい産業国となるための国際発展の構想を達成させるため、

「フィリピン2000」 と呼ぶ発展戦略を ビジネス、産業労働者、組織 ・非組織、科学、アカ
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デ ミ ッ ク ・コ ミ ュニ テ ィー な ど、 す べ て の人 間 の組 織 に 行 き渡 らせ 、 フ ィ リ ピン 人 の生 活 の質

の 向上 を め ざ して い る。

例 え ば 、 中 期 フ ィ リ ピン 開 発 計 画 の教 育 目標 で は 、 初 等 教 育 の教 育 目標 を 達 成 す るた め に は 、

MultigradePrograminPhilippineEducation(MPPE)と い う多 学 年 共 通 の プ ログ ラ ムが 設 け

られ 、 一 人 の先 生 の も とに 、 小 学 校1学 年 ～3学 年 あ るい は4学 年 ～6学 年 の2年 か そ れ よ り

上 の学 年 の生 徒 が 、 一 クラ ス30～40人 で 成 り立 って い る クラ スで 学 習 で き る よ う指 導 者 、 校 長 、

監 督 な どが 指 導 す る(DECS,1998資 料 参 照)。

また 、 ドロ ップ ア ウ トを 防 ぐた め に は 、TheDropoutlnterventionProgram(DIP)と い う学

業 中 断 防 止 プ ログ ラ ムが 設 け られ 、 家 族 問 題 ・病 気 な ど の要 因 に よ って 登 校 で き ない 子 供 に 、

様 々 な レベ ル の教 材 を 準 備 し、 先 生 と親 と の話 し合 い に よ って 登 校 で き る よ うに させ る。 こ う

した プ ログ ラ ムを 実 施 した 結 果 、 全 て の地 域(Region)の 公 立 小 学 校 の4学 年 か ら6学 年 の生

徒 の学 力 向上 が 報 告 され て い る(DECS,1998資 料 参 照)。

1998年4月3日 ～4日 、 フ ィ リ ピン で 国 際 言 語 教 育 学 会(lnternationalConferenceonLan-

guageEducation)が 、 フ ィ リピン 言 語 教 育 審 議 会(LanguageEducationCouncilofthePhilip-

pines-LEDCO)と 言 語 研 究 調 査 セン タ ー(LanguageStudyandResearchCenter,Inc.一

LSRCI)主 催 、 私 学 教 育-協会(FAPE)、 教 育 文 化 ス ポ ー ツ省(DECS)、 高 等 教 育 委 員 会

(CHED)とWikangフ ィ リ ピー ノ委 員 会(KWF)共 催 で 開 催 され た 。 国 際 言 語 教 育 学 会 に は 、

国 際 応 用 言 語 学 会 会 長 を は じめ、 世 界 各 地 か ら40名 の 招 待 発 表 者 とフ ィ リピン 全 土 か ら200名

以 上 の 小 学 校 、 中 等 学 校 、 大 学 の 英 語 教 育 者 が 参 加 して い た 。 ラ モ ス 大 統 領(FidelV.

Ramos,PresidentofthePhilippines)か ら の メ ッセ ー ジに は 、 教 室 で の効 果 的 な言 語 指 導 法 な

ど の研 究 の大 切 さ と共 に 、 そ の会 議 の意 義 深 さが 強 調 され て い た 。 こ う した 会 議 に 寄 せ られ た

メ ッセ ー ジ か ら も、 ラ モ ス前 大 統 領 が 、 産 業 競 争 力 を 強 化 す るた め 、 「英 語 教 育 の重 要 性 」 を

盛 ん に 訴 え て い た こ とが 窺 え る。 ま た 、1999年12月9日 ～10日 に は 、AnEchoConference-

WorkshoponAILA'99が 、 フ ィ リ ピン 言 語 協 会(LSP)、RELCAAP主 催 、 教 育 省 及 び 高 等 教

育 委 員 会 共 催 で 開 催 され た 。 フ ィ リ ピン 言 語 教 育 審 議 会 や フ ィ リ ピン 教 育 省 が 、 自 ら こ う した

国 際 言 語 会 議 を 開 催 し、 フ ィ リ ピン 全 土 の語 学 教 師 が 出席 し、 英 語 を 軸 と した 教 育 改 革 に 非 常

に 熱 心 に 取 り組 ん で い る。 フ ィ リ ピン の言 語 政 策 に は 、 い くつ も の 島か ら な る群 島国 家 で 、 種

々 の母 語 を持 つ 一 方 、 約440年 に 亙 る植 民 地 化 の 言 語 政 策 の影 響 、 そ して 独 立 後 の フ ィ リ ピン

の公 用 語 へ と、 非 常 に 複 雑 な多 様 性 の なか に 統 一 性 を 維 持 しよ うとす る国 の言 語 教 育 の難 しさ

が あ る と思 わ れ る。

フ ィ リ ピン で は 、 お よそ70言 語 の地 域 言 語 が あ り、 そ れ に 加 え て 、 公 用 語 と して の タ カ ログ

語 が あ り、 授 業 用 言 語 と して 小 学 校 か ら英 語 が 使 用 され て い る。 こ う した 多 様 性 の なか の統 一

性 を め ざす フ ィ リ ピン の言 語 政 策 は 、 単 一 性 か ら多 様 性 へ と 向お うとす る 日本 と ま さに 対 称 的
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である。英語学習の動機づけ、バイ リンガル教育における母語の大切さ、早期英語教育の意義、

授業用言語としての英語の使用など、フィリピンの言語政策は、 日本の英語教育に多 くの示唆

を与えて くれると思われる。

1フ ィリピン共和国の概要

フ ィ リ ピン の言 語 教 育 の変 遷 を 述 べ る前 に 、 言 語 教 育 に 関 連 す る フ ィ リ ピン 共 和 国 の概 要 に

つ い て 述 べ て お きた い 。

フ ィ リピン は 、 ア ジ ア大 陸 の 南 東 沖 に位 置 し、7,107の 島 か ら な る。 そ の うち、 住 民 の 住 ん

で い る 島は 約200で 、 ルソン 島(LuzonIsland・thebiggestisland)、 ヴ ィサ ヤ ス 島(VisayasSea

IslandsincludingCebuIsland,BofracayIsland)、 ミン ダナ オ 島(MindanaoIsland)の3地 域 に

大 別 され る 。 国土 面 積 は 、 約300,000平 方 キ ロ メ ー トル 。77州(provinces)、60市(cities)、

1,544町(municipalities)、 そ して43,302集 落(baangays・villages)1よ 、16行 政 管 理 地 域(RegionI

-RegionXVI)に 分 け られ て い る
。 フ ィ リ ピン の人 口 、71,899,000人(1996年)の うち 、1000万

人(1990-780万 人)が 、 首 都 マ ニ ラ(ルソン 島)に 住 ん で い る。 年 間 人 口増 加 率 は 、2.32%

(1990-1995)で 、 人 口急 増 に よる生 徒 数 の増 加 と教 師 の不 足 、 教 育 予 算 が 深 刻 な 問題 とな って

い る。

住 民 は 、 マ レー系(マ レー人 種)が 中 心(96%)で 、 スペ イン 系 、 中 国 系 、 混 血 か ら な る。

70地 域 言 語 の うち、 次 の8言 語 がllO民 族 の言 語 と して 使 用 され て い る。

タ ガ ロ グ語(Tagalog):27.9%、 セ ブ ア ノ語(Cebuano):24.3%、 イ ロカ ノ語(llocano):

10%、 ヒ リガ イ ノン 語 ・イ ロン ゴ語(HiligaynonorIlongo):9.3%、 ピ コ ール 語(Bicol):

5.8%、 サ マ ール ・レイ テ 語/ワ ライ語(Samar-Leyte/Waray):4%、 外 国語 を 母 語:0.3%、

そ の他一 パン バン ガ、 パン ガ シ ナン な ど:18%)(教 育 省,1997参 照)

公 用 語 は 、 タガ ロ グ語 と呼 ばれ て い た 言 語 が フ ィ リピ ノ語(Filipino)と して使 用 され る よ

うに な った 。 英 語 は 第2公 用 語 と して 用 い られ て い る。 タ ガ ログ語 は 、 サ マ ール ・レイ テ 島か

ら き て、 ルソン 島 の パン バン ガ(Pampanga)、 タル ラ ック(Tarlac)、 バ タ ーン(Bataan)、

ネバ エ イ ヤ(NevaEcija)、 そ して マ ニ ラ付 近 で 話 され て い る。1997年 現 在 、 小 学 校1学 年 ～

2学 年 は 、 地 域 言 語 、 そ れ 以 降 は 、 フ ィ リ ピノ語(Filipino)と 英 語(English)で 授 業 が 行 わ れ

て い る。

宗 教 は、 カ ト リ ックが85%(82.9%の 女 性 が ロー マン カ ト リ ック)、 プ ロテ ス タン ト(3.9%)

お よび 他 の宗 教 が10%、 イ ス ラ ム教 が4.6%で あ る。

公 式 の学 校 教 育年 数 は 、1995-1996年 現 在 、6-4-4制 で 、世 界 で 最 も短 期 間 の うち の1

つ で あ る。 す な わ ち 、 小 学 校6年 間(6～ll歳)、 中 等 学 校4年 間(12～15歳)は 、 中学 校 ・高

一79一



林 桂 子

等 学 校 ・職 業 中 等 学 校 を 含 む 。 そ して 大 学4年 間(16～19歳)と な って い る。

国 民 総 生 産(GNP)は 、71,865百 万 ドル 、 国 民一 人 当 た り、1,050ド ル(1996)、 国 内総 生 産

(GDP)は 、83,789百 万 ドル 、 国 民 一 人 当 た り、1,165ド ル(1996)で あ る。 一 人 当 た りのGDP

の順 位 は 、 日本 、 シン ガ ポ ール 、 香 港 、 台 湾 、 韓 国 、 マ レー シ ア、 タイ 、 フ ィ リ ピン 、 中 国 、

イン ドの順 に な る。 しか し、 今 後 のGDPは 、 中 国 に つ い で フ ィ リ ピン は 上 昇 傾 向に あ り、 産

業 を 世 界 的 に 発 展 させ て い こ うとす る意 気 込 み が 英 語 教 育 に も影 響 して い る よ うに 思 わ れ る。

英 語 力 は 、1997-1998のTOEFL成 績 で は、 フ ィ リピン は 、 合計 ス コア が577(listening58,

structure58,reading57)、 受 験 者 数8,736人 で 、 シン ガ ポ ール の 合計 ス コア 、603(listening61,

structure60,reading60)、 受 験 者 数1,318人 か らす る とや や 低 い が 、 香 港 の 合 計 ス コ ア

523(listening54,structure51,reading53)、 受 験 者 数22,343人 と比 較 す る と、 決 して 劣 って は

い ない 。 しか し、 フ ィ リ ピン の教 育 関 係 者 は 、 小 学 校 、 中 等 学 校 の成 績 は 、 英 語 力 が 低 下 して

い る とい う。 一 方 、 教 育 省 の資 料(1998)に よる と、学 校 内外 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン の手 段 と

して 使 用 され る英 語 は 、 他 国 と の相 互 作 用 を 促 進 させ る有 益 な言 語 と して 使 用 され て い る と し

て い る。 実 際 に フ ィ リ ピン の人 々 と接 触 す る と、 ビジ ネ ス、 一 流 ホ テル 、 政 府 役 人 、 教 職 に 携

わ る人 々は 、 留 学 を しな くと も流 暢 に 英 語 を 操 って い るが 、 す べ て の人 が 英 語 を 話 す とは 限 ら

ない 。 マ ニ ラ のい くつ か の店 屋 、 本 屋 の店 員 に 、 教 科 書 の事 や 行 き先 を 聞 い た りす る と、 十 分

に 理 解 した 英 語 を 使 用 して い る と も思 え ない 対 応 が 目立 って い た 。

]1歴 史 ・変遷

本章では、植民地化されたフィリピンの言語政策の変遷について述べる。

1,前 植 民 地 化 時 代

1505年 頃 、 フ ィ リ ピン は 遺 伝 的 に2つ の主 な集 団 、 北 は 台 湾 、 南 は ボル ネ オ 島に 関 連 して い

た 。 初 期 の マ ラ ヤ ー ポ リネ シ ア人 た ちは 、 言 語 は 教 え られ る も ので は な く、 リン ガ ・フ ラン カ

(linguafranca)で 、 意 志 疎 通 して い た(Gonzalez,1999)。"alibata"と い うアル フ ァベ ッ トは 、

3つ の母 音 、12の 子 音 か ら な る15文 字 で で きて い た 。 孤 島に 暮 ら して い た 民 族 集 団 の間 で は 、

そ れ で何 の不 自由 も無 か った(Castillo,1999)。 フ ィ リピン の 教 育 水 準 は、 植 民 地 化 され る前

か ら高 く、 男 女 と もに読 み 書 きが で きた とい うこ とで あ る。 因み に 、教 育 省(DECS)の 資 料

で は 、1995年 の識 字 率 は 、 初 等 教 育 で、93.9%、 職 業 中等 学 校 で 、83.8%で あ るが 、 地 域 的 に

か な りの差 が あ る。 首 都 圏 と な る マ ニ ラ付 近 で 、 初 等 教 育98.8%、 職 業 中等 学 校92.4%で あ る

が 、 ミン ダナ オ 島 で は 、 初 等 教 育90.8%で 、 職 業 中等 学 校 で 、77.4%で 、 ミン ダナ オ ・モ ス リ

ム地 区 で は、 初 等 教 育73.5%で 、 職 業 中 等 学 校 で は、61.2%で あ る。 フ ィ リピン に は 、特 に 識
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字 率 に つ い て は 、 男 女 の差 が な く、1995年 現 在 、 男95%で 、 女94.3%で あ る。

2.ス ペ イ ン人 の 侵 入(1521-1565)

14世 紀 頃 に は イ ス ラ ム教 徒 が 多 か った が 、1521年3月17日 、 香 料 諸 島を も とめ て 、 マ ゼ ラン

(FerdinandMagellan)が 、 スペ イン の船 団 を 率 い て セ ブ 島(Cebulsland)に 上 陸 し、 キ リス ト

教 を 布 教 した 。1521年4月27日 に 、 マ ゼ ラン は 、 マ クタン 島 の首 長 ラ プ ラ プ(LapuLapu)に

ょ って 殺 され た が 、1543年 、 ヴ ィ リャ ロボ ズ(RuyLopezdeVillalobos)が 、 フ ィ リ ピン 全 島

を 支 配 し、 ス ペ イン 王 フ ィ リ ップ2世 に 因 ん で 、"Filipinas"と なづ け た。1565年 、 初 代 総 督

レガ ス ピ(MiguelLopezdeLegazpi)が 、 セ ブ 島に スペ イン 人 最 初 の植 民地 を設 立 し、1571

年 に 首 府Manilaを 創設 した 。 この 時 期 の 教 育 は 、 非 公 式 で 、 非 指 導 的 、 方 法 論 も なか った 。

職 業 訓 練 が 施 され た が 、 ア カ デ ミ ッ クな教 育 は な く、 親 お よび 種 族 の家 庭 教 師 が 読 み 書 きを 教

え た 。1565年 の レガ ス ピ統 治 の頃 、 フ ィ リ ピン で は タ ガ ログ語 が 普 及 して い た 。 タ ガ ログ語 と

の境 界 を なす 地 域 で は 、 バ イ リン ガル で タ ガ ログ語 が 使 用 され た 。 タ ガ ログ語 は 、 南 のサ マ ー

ル ・レイ テ 島か ら きて 、 北 の カバン バン ガ、 タル ラ ッ ク地 区 な どへ と普 及 して い った 。 ミン ダ

ナ オ 島 で は 、 ハ ル マ ヘ ー ラ 島(HalmheraIslands)の 言 語 に 関 連 す る フ ィ リピン の 下 部 グ

ル ー プに 属 す る言 語 を 話 して い た が 、 第2次 世 界 大 戦 前 後 の 内的 移 動 に よ って セ ブ ア ノ語 が リ

ンガ ・フ ラン カ と して 使 用 され る よ うに な った 。

3.ス ペ イ ン統 治 時 代(HispanicPerioc:1565-1898)

1756年 か ら1762年 まで の7年 間 、 英 国 と の戦 争 が あ った が 、1565年 か ら1898年 まで の334年

間 、 スペ イン が フ ィ リ ピン を 統 治 した こ とに な る。 スペ イン の植 民 地 と な って 、 スペ イン 統 治

以 前 よ り教 育 は 、 完 全 に 変 化 した 。 種 族 の家 庭 教 師 で は な く、 スペ イン 宣 教 師 が 行 うよ うに な

った 。 教 育 は,セ ブ(Cebu)、 イ ロイ ロ(lloilo)、 マ ニ ラ(Mania)、 ヴ ィ ガン(Vigan)の 地

域 で 行 わ れ た 。 スペ イン 人 た ちは 、 ラ テン 語 を 習 得 す る方 法 と して 用 い られ た 文 法 訳 読 式 を 利

用 して 、 フ ィ リ ピン 語 を 習 得 して い った が 、 フ ィ リ ピン 人 に スペ イン 語 を 習 得 させ るに あ た っ

て 、 文 法 訳 読 式 を 用 い て語 彙 や 文 法 を指 導 して も うま くい か な った 。 当 時 、 お よ そ5,000人 足

らず の スペ イン 人 が い て 、 フ ィ リ ピン 人 と結 婚 した も のや 同居 す る も のは 、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ

ンの言 語 環 境 の中 で 話 す こ とが で きた が 、1521年 の スペ イン 人 の侵 入 か ら1898年 の スペ イン 人

統 治 の終 了 まで に 、 フ ィ リ ピン 人 の2%で さえ 、 スペ イン 語 を 十 分 獲 得 す る こ とは で き なか っ

た(Gonzalez,1999)。1863年 の スペ イン 人 の創 った 教 育 法 規 命 令(EducationalDecree)に よ

って 、 教 区 に 結 び つ い た 各 都 市 に 男 女 共 学 の公 的 な小 学 校 制 度 が 設 け られ た が 、 基 本 的 に は ス

ペ イン 語 のreadingとwritingの 基 礎 だ け の も ので あ った 。1863年 の こ の教 育 改 革 の 目的 は 、

カ トリ ッ ク教 の信 仰 指 導 、 スペ イン 語 の指 導 、 及 び そ れ らを 指 導 す る教 師 の養 成 で あ った 。 そ
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の 当 時 の 教 育 は 、 不 適 切 で 、 統 制 的 で あ った 。 しか も、 非 効 果 的 な文 法 訳 読 式 で行 わ れ た

(Gonzalez,1999)。1897年 の暫 定 憲 法 第 八 条 で は、 タ ガ ロ グ語 が 共 和 国 の公 用 語 とな った 。

334年 間 も スペ イン 人 の 統 治 下 に あ りな が ら、 ス ペ イン 人 宣 教 師 が や って き て、 ス ペ イン 語

が 義 務 的 に な って も、 スペ イン 語 が 国 民 に 浸 透 しなか った とい うそ の理 由は 、 何 で あ ろ うか 。

そ の指 導 法 に 問 題 が あ った こ とに も な るが 、 さ らに 、 そ の背 景 に は 、 植 民 地 化 され た フ ィ リ ピ

ン人 の反 骨 精 神 が 大 き く影 響 した ので は ない だ ろ うか 。

カ トリ ッ クの布 教 だ け で な く、 治 安 ・政 治 のあ るゆ る方 面 に お い て フ ィ リ ピン 人 を 支 配 し、

スペ イン の 不 良宣 教 師 とか 未 熟 な神 学 生 が フ ィ リ ピン 女 性 に 暴 行 した こ とな どで 、 ホ セ ・リ

サ ール 医 師(Dr.JoseRizal)は 、 植 民 国家 ス ペ イン の植 民 地 フ ィ リ ピン に 対 す る圧 政 を 小 説

「ノ リ ・メ ・タン ヘ レ(我 にふ れ るな)」 で批 判 した 。 さ らに は 「フ ィ リ ピン 同盟 」 を 結 成 し、

植 民 地 改 革 運 動 を した ホ セ ・リサ ール は 、 ミン ダナ オ 島 に 追 放 され て4年 後 、 キ ュ ーバ で 医 者

と して 生 活 す るた め に 、 船 に 乗 った が 、 再 び スペ イン 当 局 に 逮 捕 され 、1893年 に 反 逆 罪 で 銃 殺

され た(吉 池;石 出 、1995参 照)。 リサ ール は 、 フ ィ リピン 独 立 の 父 、 国 民 的 英 雄 と して 知 ら

れ て お り、 マ ニ ラ市 の中 心 部 リサ ール 公 園 に 、 彼 の処 刑 の現 場 と な った と こ ろに 、 彼 の大 き な

銅 像 ・記 念 塔 が 建 ち、FortSantiagoatIntramurosに は 、 リサ ール 神 社(RizalShrine)が あ る。

ホ セ ・リサ ール の小 説 は 、 フ ィ リ ピン 民 衆 の植 民 地 支 配 に 対 す る怒 りを 意 識 づ け 、 スペ イン 人

の植 民 地 か ら の解 放 を 呼 び か け た 。 宗 教 的 に 対 立 す る南 部 のイ ス ラ ム教 徒 た ち、 ルソン 島や ピ

サ ヤ 島で も反 乱 が 繰 り返 され るほ どで あ った こ とや 、 多 くの土 地 が 奪 わ れ て 強 制 労 働 へ とか り

た て られ た フ ィ リ ピン 人 に スペ イン 語 を 習 得 す る精 神 が あ った だ ろ うか 。 こ う した 敵 対 す る心 、

反 逆 の精 神 、 経 済 的 貧 困 な どが スペ イン 語 の学 習 を も妨 げ た ので は なか ろ うか 。

4.米 国 に よ る統 治(1899-19421945-1946)

1898年 、 米 国 艦 隊 が5月 に マ ニ ラ湾 で スペ イン 艦 隊 を 破 り、12月10日 パ リ平 和 条 約 が 締 結 さ

れ た 。 米 西 戦 争(TheSpanish-AmericanWa)の 最 中、1898年6月12日 に 、反 ス ペ イン ・ゲ リ

ラ、 ア ギ ナル ド(EmilioAguinaldo)将 軍 が 「独 立 宣 言 」 を発 し、8月14日 に 米 軍 と共 に マ ニ

ラを 占領 した 。 しか し、12月10日 の米 西 戦 争 平 和 条 約 で 、 米 軍 は フ ィ リ ピン を 植 民 地 と した 。

そ こ で米 軍 に 裏 切 られ た ア ギ ナ ル ドは 、 「フ ィ リピン 共 和 国大 統 領 」 を 名 乗 り、 米 軍 を 攻 撃 し

た が 、 逆 に 逮 捕 され た 。 こ の時 を 、 フ ィ リ ピン 人 は 、 植 民 地 か ら の独 立 日、 とい うこ とに して

い る。3月 末 か ら4月 最 初 に 訪 れ た フ ィ リ ピン の マ ニ ラ市 で は 、1998年6月12日 に 催 され る盛

大 な フ ィ リ ピン 独 立100周 年 の準 備 が な され て い た。

米 軍 に よ る スペ イン の敗 北 で 、3世 紀 に わ た る スペ イン 人 に よ る学 校 制 度 は 閉 鎖 され 、 政 府

改 革 の も と、1898年8月29日 、 学 校 教 育 が 再 開 され た 。 ア メ リカ支 配 の1898年 に 、 英 語 指 導 が

導 入 され 、1900年 に は 、 地 域 言 語 が 初 期 の読 み 書 きに は 実 用 的 で あ る と考 え られ て い た が 、 ア
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フ ィ リピ ン共和 国(TheRepublicofthePhilippines)の 英語 教育 の歴 史

メ リカ政 府 は 、 英 語 を 共 通 の媒 体 言 語 と した 。 フ ィ リ ピン 人 も英 語 の方 が 世 界 に 通 じる言 語 で

あ る と見 た か らで あ る。 フ ィ リ ピン 人 は 、 新 しい 植 民 地 国 家 に よ って 行 わ れ た 英 語 を 楽 しん だ 。

なぜ な ら、 彼 等 は ス ペ イン 人 よ り親 切 で 好 意 的 で あ った か らだ と い うこ とで あ る(Castillo,

1999)。

1899年 か ら10年 間 の米 比 戦 争 で ア メ リカ軍 隊 に よ る拷 問 や 無 差 別 虐 殺 、 力 に よ る弾 圧 を うけ

た が 、1898年 の600万 人 の人 口が 、1939年 ま で に、1,600万 人 に増 加 し、 英 語 を 話 す 人 は26.5%

に な った 。Gonzalez(1999)に よれ ば 、 この数 値 は 、英 語 教 育 に か な りの 成 功 を 収 め た こ とに

な る。 そ の英 語 指 導 法 は 、 文 法 分 析 法 で あ った が 、 教 師 は 、 ア メ リカ人 に 母 語 の英 語 を 教 え る

よ うに 、 フ ィ リ ピン 人 に 英 語 を 教 え た 。 そ の結 果 、 フ ィ リ ピン 人 の学 生 は 、 フ ィ リ ピン 人 の ア

クセン トは あ った が 、 小 鳥 の さえ ず る よ うに 流 暢 に 英 語 を 話 した 。 語 彙 も、 スペ イン 人 た ちが

教 え た 以 上 の語 彙 を 獲 得 した 。

1901年 に 、 フ ィ リ ピン 教 育 省(DepartmentofPublicInstructioninthePhilippines)が 設 立 さ

れ 、 英 語 が 公 的 手 段 の基 本 と な った 。1901年 に は 、 ア メ リカ合 衆 国 か ら フ ィ リ ピン 人 の教 育 の

た め に 、600人 の教 師 が招 聴 され た。PhilippineNormalUniversityで も、 小 学 校 の先 生 と な る

教 員 指 導 が行 わ れ た 。1903年 に は 、102人 の フ ィ リ ピン 男 女 が ア メ リカ文 化 研 究 の た め 、 ア メ

リカ合 衆 国 に 派 遣 され た 。 植 民 地 支 配 の最 初 の3年 間 は 、 ア メ リカ人 は 、 公 立 の小 学 校 の設 立

に 集 中 した 。 高 等 教 育 機 関 設 立 のた め 、1908年 に はUniversityofthePhilippinesが 設 立 され

た(Castillo,1999)。 こ うして 、 フ ィ リ ッピン 人 の 教 師 も急 速 に養 成 され 、1929年 に は 、26,200

の公 立 学 校 の99%が フ ィ リ ッ ピン 人 教 師 で あ った(黒 島,1998)。Malolos憲 法(1934)に よ って 、

小 学 校 の無 償 制 度 、 義 務 教 育 制 度 が 設 立 され た 。 教 育 水 準 は ア ジ ア の ど の植 民 地 よ りも進 ん で

い た 。Gonzalez(1999)は 、 ア メ リカの 統 治 か ら50年 未 満 で 、 英 語 教 育 に か な りの成 果 が み ら

れ 、1990年 に は 、 英 語 を 話 す 人 は69.55%に な った と指摘 して い る。

しか し、 学 校 の授 業 で 何 歳 か ら何 語 を 用 い るか とい う指 導 言 語 が 、1903年 の頃 か ら問 題 と な

って きて い る。1903年 ～1909年 まで 、 フ ィ リ ピン 言 語 研 究 所 で は 、 そ れ ぞ れ の地 域 言 語 を 発 展

させ る とい う法 案 が だ され た が 、 そ の法 案 は うけ い れ られ なか った 。 そ こで 、 初 等 及 び 中 等 教

育 で は 、 英 語 を 授 業 用 言 語 と して 使 用 し、 補 助 言 語 と して 土 着 言 語 、 つ ま りタ ガ ログ語 、 を 使

用 す る とい う法 案 が だ され た 。 しか し、1909～1920年 まで 、 小 学 校 で 土 着 言 語 で 教 え られ た が 、

学 校 の授 業 、 校 内 で英 語 使 用 が支 配 的 とな って い た 。 この 時 期 、"Speak-English-Only"(英 語

のみ 使 用)キ ャン ペ ーン が 出来 上 が って い た 。 そ の方 針 で は 、 肯 定 的 ・否 定 的 な両 方 の効 果 が

み られ た 。 子 供 に 家 で も外 で も英 語 で 話 す 親 が い る のに 対 して 、 地 域 言 語 だ け を 話 す 非 教 育 者

に 、 不 安 と劣 等 感 を うえ つ け た 。 英 語 は 、 エ リー トの為 の言 語 と な った 。1925年 に 、 ア メ リカ

合 衆 国 に よる教 育制 度 を 見 直 す た め の 、MonroeSurveyが 行 わ れ た 。 そ の うち の一 つ が 、 指

導 言 語 に つ い て で あ った 。 読 解 テ ス トの結 果 は 、Castillo(1999)に よれ ば 、 理 解 力 は 、 あ る程
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度 あ る と認 め られ た が 、 フ ィ リ ピン 人 の生 徒 の話 す 英 語 の発 音 は 、 は っ き りと非 英 語 母 語 話 者

の も ので あ った 。 しか し、Gonzalez(1999)に よ る と、 フ ィ リピン の 学 生 は 、 ア クセン トは あ

った が 、 流 暢 に 話 した とす る。 フ ィ リ ピン の子 供 た ち の読 解 力 は 、 ア メ リカ の子 供 達 の2年 遅

れ ぐら い で あ った。 そ の成 功 の秘 訣 は 、 内 的 要 因 と して は 、 ア メ リカ のTomasitiespaterna}

ismに よ る も ので あ り、 外 的 要 因 と して は 、 英 語 の威 信 、 社 会 的 、 経 済 的 影 響 に よ る と して い

る。1931年 に 、 そ の時 の総 督GeorgeButteが 、 小 学 校 で は 、 土 着 言 語 の タ ガ ログ語 の使 用 こ

そ 、 読 み 書 き の発 達 に 確 実 に 影 響 す る と主 張 した(Castillo,1999)。

5.独 立 準 備 政 府 時 代(CommonwealthPeriod:1935-1945)

Tydings-McDuffieLaw(theIndependenceLaw)と い う独 立 法 で は 、 言 語 政 策 の一 貫 と して 、

公 立 学 校 で は 英 語 を 使 用 す る こ と、 そ して 国 家 言 語 と して の タ ガ ログ語 は 選 択 とす る とい う規

定 を した が 、 フ ィ リ ピン 国 家 の公 用 語 と して、 フ ィ リピン の どの言 語 を使 用 す るか がMalolos

憲 法(1934)の 課 題 で あ った 。1937年1月12日 に、7～8名 か ら な る 国家 言 語 研 究 所(INL)が

設 立 され て 、INLは 、ll月30日 に 、 マ ニ ュエ ル ・ケソン 大 統 領 に、 調 査 の 結 果 、 タ ガ ロ グ語

が 国 家 言 語 の基 礎 と して 選 ば れ た こ とを 報 告 した 。1940年6月19日 か ら タ ガ ログ語 を 、 小 学 校

で 、 国語 と して 指 導 す る こ とが 義 務 づ け られ た(Castillo,1999)。 こ の時 の初 代 大 統 領 は マ ヌ

エ ル ・ケソン で 、 タ ガ ログ語 圏 出身 で 、 マ ニ ラ中 心 に タ ガ ログが 話 され て い た か ら と も言 わ れ

て い る(中 尾 重 嗣,1996)。

6.日 本 の 統 治 時 代(1941-1945)

1942年 に 、 日本 が フ ィ リ ピン を 占領 し、 日本 の教 育 制 度 に と って か わ った 。 フ ィ リ ピン 調 査

委 員 会 は 、 教 育 健 康 福 利 厚 生 省(DepartmentofEducation,HealthandPublicWelfare)を 設 け 、

教 育 委 員 会 、 福 利 厚 生 委 員 会 を 再 開 した 。1943年 に は 、 文 部 省 が 設 立 され た 。 日本 体 制 の も と、

タ ガ ログ語 を 授 業 用 言 語 と し、 英 語 を 排 除 した 。 フ ィ リ ピン の歴 史 、 教 育 が フ ィ リ ピン 人 のた

め に 設 け られ た 。 道 徳 、 日本 語 の普 及 お よび 義 務 化 、 小 学 校 、 職 業 教 育 、 労 働 の喜 び や 威 厳 が

強 調 され た(Castillo,199g)。

7.独 立 の 時 代(1948-1957)

1945年 、 米 軍 は 、 フ ィ リ ピン を 解 放 し、1946年7月4日 に フ ィ リ ピン 共 和 国 の独 立 宣 言 が な

され 、 初 代 大 統 領 に 、 自 由党(リ ベ ラル 党)の マ ニ ュエ ル ・ロハ スが な った 。 ロハ スはGHQ

司 令 官 マ ッカ ーサ ー と フ ィ リ ピン の大 地 主 の支 援 を 得 て 国 民 党 を 破 って 勝 利 す る。 教 育 省 は 、

1901年 か ら使 用 され て い るDepartmentofPublicInstructionと 名 称 を 改 め た 。 教 育 の真 意 は 、

読 み 書 き能 力 を 広 め 、 新 しい アイ デ ア と態 度 を 発 展 させ る こ とで あ った 。 そ の媒 体 と な る使 用
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言語は、土着言語であるとした。それは、小学校1～2年 生を被験者 として土着言語 の

Hiligaynonと 英語を比較 した結果、土着言語の方が成績優秀であるとい う結果を示 したから

である。さらに、小学校3学 年では、使用言語を英語にかえると、1学 年および2学 年で、土

着言語で学んだ子供の方が、内容をよりよく理解 した。従って、低学年で英語を使用言語とし

なくて も、高学年での英語能力に影響 しないで授業内容をよく理解 したとい う結論をえた

(Castillo,1999)。

1949年 に、UNESCO教 育使節団が、フィリピンの使用言語について調査 し、その結果、

1951年にパ リで開催されたUNESCO会 議で、次のような決定を下 した。

(a)子 供の初期学習の段階では各地域の言語の方が効果的であるゆえ、小学校1学 年～2

学年は土着言語で授業 し、英語は別の科 目として教えること。(b)英 語を授業の指導手段

として導入する時期は、小学校3学 年から大学までとする。(c)国 家言語の必修科 目とし

ての導入の時期及び(d)学 校以外での基本的な教育手段となる言語は、非タガログ語話者

には、中期の学年までその時期を伸ばす。

1955年に、教育国家委員会NationalBoardofEducation-NBEが 発足 し、国家言語の選択が

委ねられたが、1957年 の教育プログラム改革によって、国家の要求と目標の範囲内の必要を満

たせば、地域の学校の状態によって、自由に采配することができた。一応公立の学校では3年

生から大学まで、英語で授業することが取 り入れられた。小学校3学 年～4学 年は土着言語が

補助言語で、小学校5学 年～6学 年は、国家言語が補助言語として使用された。1959年 には、

ピリピノ語が国語となる。

1968年 の言語政策調査が、PhilippineNormalCollegeの 言語研究センターで行われた。その

調査では、好きな言語は英語で、土着言語は、授業手段として好ましいとい う結果がでた。一

般には、数学 ・理科 ・自然科学は英語で、その他の科 目、国語、体育、美術、道徳などはフィ

リピノ語で教えられることが好ましいとい う結果であった。

皿 バ イ リ ン ガ ル 教 育 政 策(TheBilingualEducationPolicy)(1974-1985)

Castillo(1999)に よ る と、 バ イ リン ガル 教 育 は 次 の よ うな順 序 を 経 て 実 施 され た 。1973年3

月 に 国 家 教 育 委 員 会 は 新 言 語 政 策 を 公 表 した 。 英 語 と ピ リ ピノ語 で コ ミ ュニ ケ ー シ ョン で き る

バ イ リン ガル 国 家 を 発 展 させ よ うとい うこ とに な った 。

1974年6月 教 育 省 は 、 バ イ リン ガル 教 育 政 策 の ガイ ドライン をDECSOrderNo.25で 公 表 し

た 。 小 学 校1学 年 か ら ピ リ ピノ語 と英 語 を 指 導 用 言 語 とす る。 ピ リ ピノ語 は 、 社 会 、 理 科 、 国

語 、 保 健 、 体 育 の科 目に のみ 使 用 す る。 地 域 の言 語 は 、 必 要 な場 合 に のみ 補 助 言 語 と して 使 用
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す る。 バ イ リン ガル 教 育 政 策(BEP)の 実 施 は 、 小 学 校 か ら大 学 まで 、 公 立 、 私 立 の学 校 一 斉

に 行 わ れ た 。1978年 度 の小 学 校1学 年 か ら大 学 まで 、 公 立 、 私 立 の学 校 一 斉 に バ イ リン ガル 教

育 が 実 施 され た 。1978年 度 の小 学 校1学 年 、1979-1980年 度 の小 学 校 の 中期 レベ ル、1980-1981

年 度 の 中等 教 育 の1～2学 年 、1981-1982年 度 の3～4学 年 とい うふ うに 学 年 を ず ら して実 施 した 。

1974年 か ら1985年 まで のll年 間 のバ イ リン ガル 教 育 の実 施 の結 果 、 学 校 資 料 、 先 生 、 生 徒 、

バ イ リン ガル に 対 す る態 度 な ど国 民 的 評 価 の調 査 が 質 問 表 に よ って 実 施 され た 。 そ れ に 、 大 学

職 業 課 程 レベ ル 、 政 府 、 非 政 府 組 織 、 親 、 言 語 関 係 組 織 団 体 な どで も調 査 が 実 施 され た 。 そ の

結 果 、 評 価 は 、 生 徒 の達 成 度 の低 下 、 海 外 で 働 こ うとす る学 生 の意 欲 の低 下 が み られ た 。 国 際

到 達 度 テ ス ト(ThirdInternationalMathematicsandScienceStudy-TIMSS)の 悲 惨 な成 績 の

結 果 が 報 告 され た 。 しか し、 これ は 単 な るバ イ リン ガル 教 育 の結 果 だ け で な く、 教 育 制 度 全 体

の要 因 が 関 係 して い る と報 告 され て い る。

バ イ リン ガル 教 育 の結 果 、 中 等 教 育 の達 成 度 が 低 くな った 、 つ ま り学 年 が 進 む に つ れ て 、 や

は りフ ィ リ ピノ語(Filipino)の 方 が も っ と効 果 的 で あ る とい う評 価 が 示 され た 。 非 タ ガ ログ語

地 域 は 、 タ ガ ログ語 やNCR(NationalCapitalRegion)地 域 よ り達 成 度 が低 か った。

1987年5月 に補 助 言 語 は 、 タ ガ ロ グ語 で は な く、 地 域 言 語(regionallanguages)を 使 用 す る

よ うに 改 訂 され た 。1987年 に 、 ピ リ ピノ語 か ら フ ィ リ ピノ語 へ と名 称 が 変 わ る。

教 育 委 員 会(CongressionalCommitteeonEducation-EDCOM)は1989年 に 、 フ ィ リ ピン の

教 育 制 度 の 目標 に 向け て 、 包 括 的 調 査 を 実 施 し、1992年 に 、 小 学 校1学 年 か ら3学 年 まで 、 す

べ て の科 目の指 導 言 語 を バ イ リン ガル 教 育 か ら土 着 言 語 に 変 え 、 英 語 は 、 小 学 校4学 年 か ら高

等 学 校 まで は 別 科 目と して 教 え 、 英 語 以 外 の他 の科 目は フ ィ リ ピノ語 を 使 用 す る こ とに した 。

Castillo(1999)の 結 論 に よ る と、 バ イ リン ガル 教 育 は 失 敗 に 終 わ った 。 そ う した 失 敗 は 家 庭

と学 校 間 の言 葉 の障 壁 か ら生 じて くる。 植 民 地 以 前 の フ ィ リ ピン 人 の読 み 書 き能 力 は か な り高

か った のは 、 土 着 言 語 の使 用 に よ る も ので あ った か も知 れ ない 。 植 民 地 時 代 に な って 、 学 業 の

達 成 度 が 悲 惨 な も の と な った 。 これ は 、 学 習 の媒 体 と な る も のが 言 語 で あ るか らで あ る。 フ ィ

リ ピン の言 語 の多 様 性 が 国 を 一 つ に す る こ とに な る き っか け と な るが 、 そ の統 一 性 が また 困 難

で あ る。 明 らか に 英 語 の低 下 とい う否 定 的 な結 果 と フ ィ リ ピノ語 の知 的 化 の過 程 に あ る。 英 語

に 関 して は 、 バ イ リン ガ ル教 育 を増 や す とい うよ り、 減 ず る方 向 に な って きて い る。EDCOM

で は 、 小 学 校4学 年 か ら高 等 学 校 まで フ ィ リ ピノ語 が 授 業 で 使 用 され べ きで あ る と して い る。

しか し、 非 フ ィ リ ピノ語 、 つ ま り非 タ ガ ログ語(約80%)の 先 生 、 学 校 関 係 、 親 、 コ ミ ュニ テ

ィ ーは 、 そ の よ うな動 きに 好 意 的 で は ない 。 む しろバ イ リン ガル を 続 け た い とい う。 なぜ な ら、

フ ィ リ ピノ語 の能 力 が 十 分 で ない か らで あ る。 バ イ リン ガル 教 育 が 実 施 され て24年 後 の今 、 非

タ ガ ログ語 地 域 の教 師 が 教 材 な どを フ ィ リ ピノ語 ・タ ガ ログ語 で 指 導 す るだ け の十 分 な能 力 を

も って い ない ので 、 今 また 教 育 の質 や 効 果 な ど の問 題 が 生 じて くるで あ ろ うとい うこ とで あ る。
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西洋の調査では、認知能力の発達とい う側面からすると、学習初期の段階では、母語を用いる

方が効果的であるとい う結果がでている。フィリピンの場合も、母語教育は80%の フィリピン

の生徒や学生によい結果となるであろう。パ リで行われた1951年 のUNESCO会 議でも、小学

生の初期の段階では、母語の方がよりよく理解できるし、親も学校での問題もよく理解できる

としている。

一方、Gonzalez(1998)に よると、独立時代に入って、言語教育はかな り意義深い発展を し

てきた。英語は授業の手段として使用され、公用語となり、エ リー トの言語となった。内容も

教授法も文法分析法からコミュニカティブ ・アプローチへと、変化させた。行動主義から認知

主義を取 り入れ、今では英語はSpecificPurposesに 焦点をあてている。英語の低下とい うよ

り寧ろ英語の変化は、フィリピンの中で話されている様々な英語の特徴による。エ リー トの英

語が クレオール化 している。英語での基本的なコミュニケーション能力なしにシステム化 して

いる。英語の使用制限、フィリピノ語の支配、英語能力のある指導者の減少などによる。家庭

や非タガログ語圏では、地域言語が支配的になってきている。 しか し、公的にはフィリピノ語

や英語が知的職業として用いられている。スペイン語は、大学で歴史、文学、法律などを学ぶ

学生に限られてきた。外国語で最も人気のあるのは 日本語で、フランス語や ドイツ語学習者は

文化知識を高めるためだけで少ない。中国語は殆ど学習されない。だから、フィリピンでは、

現在、土着言語は読み書きの過渡的な言語で、フィリピノ語と英語が小学校および中学校の主

な授業用言語として用いられている。科学や数学が英語で、他の科 目はフィリピノ語となって

いる。国家主義とい うことは国の言語発展のためとい うことで、かなり高い動機づけとなる。

ネイティブ ・スピーカーの存在もまた英語能力向上のためには大きい。そ して社会的地位、経

済と結びつ く言語の威厳が言語学習を向上させる。

lVフ ィリピンの英語使用状況

現 在 まで 、 フ ィ リ ピン で 英 語 が ど の よ うな と こ ろで 、 どれ だ け の範 囲 で 用 い られ て い る ので

あ ろ うか 。Mindo(1995)に よる と、 次 の よ うに な る。(1)カ リキ ュラ ム の 内容 、 時 間 割 、 教

科 書 、 教 育 法 、 使 用 言 語 な どに か か わ る言 語 教 育 の政 策 、 法 律 、 規 定 、 調 査 研 究 は 、 英 語 を 使

用 。(2)以 前 は、 公 立 の 学 校 で 使 用 され た教 科 書 は ア メ リカ人 に よ って 書 か れ た 。1950年 か

ら現 在 ま で は 、 す べ て の教 科 書 は フ ィ リ ピン 人 に よ って 書 か れ て い る。(3)政 府 行 政 部 の伝

達 記 録 は 、1901年 か ら1934年 まで は 、 議 会 図 書 館 で 、 そ して1935年 まで は 、 マ ラ カ ニ アン 宮 殿

図 書 館 で 、 スペ イン 語 と英 語 で 行 わ れ た 。1936年 以 降 は 、 英 語 で 記 録 され て い る。 形 式 的 な会

議 は 、 大 統 領 が 英 語 で 行 っ て きた。(4)立 法 府 や 法 廷 で は、 ス ペ イン 語 と英 語 が1935年 まで

用 い られ た。1960年 以 降 、 す べ て 英 語 で 行 わ れ た。(5)ビ ジ ネ ス に か か わ る こ とはす べ て 英
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語 で 行 わ れ た 。(5)国 際 関 係 の新 聞 、 朝 の放 送 網 、 ジ ャー ナ ル 、TVな ど の メ デ ィア は 、 英

語 が 使 用 され た 。TVの プ ライ ム タイ ム シ ョーは 、 フ ィ リピ ノ語(Filipino)が 使 用 され る。

(6)大 学 に 入 学 す る た め に 国 が 実 施 す る 統 一 テ ス ト(NCEE)、 国 家 中 等 教 育 評 価 テ ス ト

(NSAT)や 免 許 類 は、 英 語 が支 配 的 で あ る。 言 語-協会 は 、 英 語 指 導 の た め に は 英 語 の能 力 を

向上 させ る た め に 英 語 を 使 用 す る よ うに 指 導 して い る。(7)出 版物 は 、 フ ィ リピン の 公 用 語

と して 英 語 を 使 用 す る。

こ の よ うに 、 英 語 は 、 スペ イン 語 よ り急 速 に 広 が り、 個 人 同士 で 話 す 以 外 、 学 校 の科 学 お よ

び 数 学 、 そ の他 の科 目の指 導 用 言 語 、 教 科 書 、 政 府 議 会 、 新 聞 やTVな ど の メ デ ィア、 国 家 試

験 、 ス トア の物 の名 前 も、 ほ とん どす べ て 英 語 が 用 い られ て きた 。 そ の動 機 づ け と な る のは 、

経 済 的 な利 益 を もた らす か らで あ る とい う(Mindo,1995)。

Vフ ィリピンの将来の言語教育

フ ィ リ ピン の将 来 の言 語 教 育 に つ い て 、Shibayan(1999)は 、 次 の よ うに 主 張 して い る。 今

後100年 は 、知 的 言 語 が 目標 と な る。 知 的 な フ ィ リピ ノ語(Filipino)の 使 用 とは 、 教 育 化 され

た 読 み 書 き言 葉 で あ る。 過 去 、 現 在 、 未 来 の知 識 を 言 語 で 入 手 す るた め に は 、 書 き言 葉 が 必 要

と な る。 知 的 言 語 の統 制 領 域 は 、 政 府 行 政 、 学 校 、 職 業 教 育 、 科 学 及 び 工 業 技 術 、 ビジ ネ ス、

商 業 、 産 業 、 医 学 、 法 律 、 農 業 な ど の専 門 的 職 業 分 野 、 マ ス コ ミ、 文 学 、 外 国 関 連 及 び 国 際 ビ

ジ ネ ス、 情 報 技 術 な どで あ る。

Sibayanは 、知 的 言 語 とは 、 幼稚 園 か ら大 学 に 至 る まで のあ らゆ る分 野 の知 識 の教 授 用 に 使

用 され た 言 語 を い う。 言 語 の知 的 化 に も っ と も必 要 な も のは 、(a)教 育 化 され た あ るい は 知 的

化 され た 言 語 、 特 に 書 き言 葉 を 用 い る人 間 人 口 の存 在 で あ る。(b)創 造 的 思考 力 の あ る人 お

よび 研 究 者 の多 くの存 在 が 必 要 で あ る。 英 語 で 医 学 お よび 数 学 を 指 導 す る も のが フ ィ リ ピン で

は 少 な い。 この 点 で は シン ガ ポ ール や オ ー ス トラ リア 、 あ る い は ア メ リカでPh.D.を 取 得 さ

せ るべ きで る。 知 的 言 語 を 使 用 す る施 設 は 、 学 校 、 短 大 、 大 学 、 政 府 行 政 、 ビジ ネ ス関 係 の私

立 施 設 、 裁 判 所 な どで あ る。 植 民 地 時 代 、 ア メ リカ政 府 は フ ィ リ ピン の子 供 の教 育 に は 、 地 域

言 語 を 使 用 す る こ とを 無 視 した し、 実 際 、 子 供 が そ れ を 使 うと方 言 だ と して 罰 せ られ た とい う。

ど うい う人 が 知 的 言 語 を 使 え る ので あ ろ うか 。 フ ィ リ ピノ語 だ け を 使 って い る フ ィ リ ピン 人

は 、 知 的 フ ィ リ ピノ語 を 使 え ない とい う。 英 語(そ の他 の外 国 語 、 フ ラン ス語 や ドイ ツ語 を も

含 む)で 教 育 を 受 け た フ ィ リ ピン 人 こそ 、 知 的 な フ ィ リ ピノ語 を 使 うこ とが で き る。 言 語 交 替

は 、 難 しい 。 しか し、 法 律 家 、 医 師 、 エン ジ ニ ア、 会 計 士 な どで フ ィ リ ピノ語 の代 りに 英 語 を

使 用 す る こ とが 難 しい と感 じて い る も のは 、 知 的 な フ ィ リ ピノ語 を 使 うこ とが 難 し くな る と し

て い る(Shibayan,1999)。
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V[む すび

1.フ ィリピンの植民地支配下で規定された使用言語、そ して独立後の様々な調査結果のもと

に実施された指導言語の変遷をまとめると表1の ようになる。

表1フ ィリピンの植民地化の言語政策による言語の変遷

1863ス ペ イン 語 の義 務 化

1897国 語 は タ ガ ログ語

1901英 語 のみ

1903-1909小 学 校1学 年 ～3学 年 一 土 着 言 語(タ ガ ロ グ語)

1909-1920小 学 校:土 着 言 語 、 英 語 使 用 が支 配 的("Speak-English-Only")

1937-1940-1943国 語一 タ ガ ログ語

1957公 立 学 校:小 学 校1学 年 及 び2学 年一 土 着 言 語 、 英 語 は 別 科 目 と して 指 導 。

小 学 校3学 年 ～ 大 学一 英 語 で 授 業

小 学 校3学 年 及 び4学 年一 補 助 言 語 は 土 着 言 語

小 学 校5学 年 及 び6学 年一 補 助 言 語 は 国 家 言 語

1959-1974国 語 一 ピ リピ ノ語

(タ ガ ログ語 にFの 音 が ない のでPを 使 って い る)*

1974バ イ リン ガル 教 育

小 学 校1学 年 ～:フ ィ リピ ノ語(ピ リピ ノ語)+英 語

1987国 語 は 小 学 校1学 年 ～:フ ィ リピ ノ語+英 語

(フ ィ リピン の数 言 語 にFの 音 が あ る こ とを考 慮 して ピ リピ ノ語 か ら フ ィ リピ ノ語 へ と改 名)*

補 助 言 語 は 、 土 着 言 語

1992小 学 校1学 年 ～3学 年:す べ て の科 目の授 業 言 語 は 土 着 言 語

小 学 校4学 年 ～ 高 等 学 校:英 語 は 別 科 目と して 教 え る。

1993-1997小 学 校1学 年 ～2学 年:地 域 言 語 を授 業 用 言 語 。 英 語 は別 科 目。

小 学 校3学 年 ～ 大 学:英 語 は 授 業 用 言 語 。

小 学 校3学 年 の英 語 時 間:一 日80分(午 前40分 、午 後40分 、週5日)

小 学 校3学 年 の フ ィ リ ピノ語 の時 間:一 日60分(午 前30分 、 午 後30分)

今 後 知 的 な フ ィ リ ピノ語+英 語

*中 尾重嗣編(1996)
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2,考 察 ・所感

(1)ス ペイン人のスペイン語 とアメリカ人の英語の指導法

334年 間、フィリピンを統治 していたスペイン人が、フィリピン人にスペイン語を十分指導

できなかった。これに対 し、47年 間のアメリカ人による英語は、かなり達成できたとい うこと

は、なぜであろうか。(a)ス ペイン人による植民地化がキ リス ト教の布教に加えて、治安 ・政

治的支配があ ったことや敵対関係の繰 り返 しが続いていた こと。(b)ス ペイン人の宣教師で

あっても、指導法が非効果的な文法訳読式であったこと。(c)ア メリカ人の場合、合衆国から

600人 の招聴があったことは、同じくネイティブ ・スピーカーであ りながら、指導法が母語を

教えるように コミュニケーションの出来 るや り方であった こと。(d)フ ィリピン人の米国へ

の派遣。(e)英 語だけの使用。そ して(f)英 語が経済の発展に重要な言語であるとい うこと

が、学習の動機づけを高 くしている、などがあげられる。

(2)公 用語の選択

タガログ語話者は、セブアノ語話者 より1990年 で、わずか4.6%、 およそ50万 人ほど多いに

過ぎない。従って、タガログ語が公用語として使用されると、非タガログ語圏の学習者は、母

語、公用語、英語 と大変な苦労を した と教育省のDr.Mindoや ミンダナオ島の英語の先生が

語って くれた。多様性のなかの統一性とい うことは、個々の学習者の達成度に平等でない差異

をつ くって しまうことになる。

(3)開 始年齢 と母語の影響

フィリピンの言語政策は、子供の母語とのかかわ りで、指導用言語としての国家言語と英語

の開始年齢が常に論議の対象となってきた。母語が地域によって異なり、母語の読み書きがな

されていないところへ、国家言語としてタガログ語 ・フィリピノ語が補助言語として使用され

る。すなわち、曖昧な母語と国家言語の上に、曖昧な英語を習得 しなければならないこと。そ

の3つ の異なる言語を授業用言語として用いる場合、小学生の子供にとって理解力にどのよう

に影響するかとい うことである。幾たびも授業用言語の調査が実施された結果、小学校1～3

学年は、土着言語で指導 し、英語は別科 目として教え、英語は4学 年から授業用言語として使

用するとい う結論に達 している。

バイ リンガル教育は決 して不利とはならず、常に財産 となるといったHornby(1977)の 概

念に従って、バイ リンガル教育は実施されたが、学校におけるバイ リンガル教育は、小学校1

学年から2学 年の7歳 ～8歳 頃の母語が十分に確立 していないときに行 った場合、Castillo

(1999)や 中島和子(1982;1991)が 指摘するように、語彙や理解度など、子供の認知力に混乱

を来 し、学習に不利と思われる。アメリカでも、スペイン語を母語とする子供を対象にバイ リ

ンガル教育が20年 間実施されたが、結果は失敗に終わっている(Castillo,1999)。 土着言語及

びフィリピノ語が単なる指導の補助手段でなく、1つ の国語として十分な指導を受けて、母語
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を 確 立 して お く必 要 が あ る と思 わ れ る。 また 、 数 学 や 理 科 な ど の思 考 に 焦 点 を あ て る科 目を 母

語 で ない 曖 昧 な、 未 知 の英 語 で 教 え られ る と、 子 供 は よ り理 解 に 困 難 を 来 す ので は ない だ ろ う

か 。 バ イ リン ガル の効 果 に つ い て は 、2言 語 使 用 国 と な って い る カ ナ ダ の英 語 と フ ラン ス語 、

ベ ル ギ ー の フ ラ マン 語 と ワ ロン 語 、 スイ ス の ドイ ツ語 、 フ ラン ス語 、 イ タ リア語 、 ロマン シ ュ

語 の4言 語 使 用 な ど もみ て い く必 要 が あ る と思 わ れ る。

(4)英 語 使 用 と指 導 法

現 在 、 フ ィ リ ピン の大 学 で は 、 エン ジ ニ ア リン グ、 法 律 、 医 学 、 建 築 、 教 養 科 目、 教 育 、 農

業 科 学 な ど の科 目は 主 に 英 語 で 指 導 され て い る。 英 語 で 指 導 を 受 け て も知 的 な フ ィ リ ピノ語 に

関 心 のあ る も のは 、 フ ィ リ ピノ語 で 書 き、 指 導 で き る仕 事 につ くこ とが で き る とShibayanは

主 張 す る。 英 語 指 導 法 で は 、criticalthinkingskillsとcommunicativeinteractivecompetence

の養 成 が 強 調 され て い る。 フ ィ リピン の 英 語 指 導 者 は 、 必 ず し も海 外 へ 留 学 し て い な い 。

PhilippineNormalUniversityで 教 員 養 成 が行 わ れ て お り、 そ の代 表 者 の 指 導 法 を み て い る と、

常 に 音 楽 や ジ ェスチ ャ ーを 取 り入 れ た り、 学 習 者 を 行 動 で 楽 しませ て い る。

学 校 の領 域 だ け で な く、1990年 に は 、 お よそ70%が 英 語 を 話 して い る。 現 在 で は 、 英 語 の母

語 話 者 が い ない 言 語 状 況 が 、 ク リオ ール 化 され た 英 語 と な って 、 英 語 の低 下 に 影 響 して い る と

言 わ れ て い るが 、 英 語 は 公 用 語 と して 政 府 関 係 、 学 校 、 マ ス コ ミな ど殆 ど の領 域 で 使 用 され て

い る こ とは 、 母 語 と変 わ ら ない 程 度 に 英 語 に 触 れ る機 会 が 多 い 。 こ の よ うな言 語 環 境 が 英 語 能

力 を 向上 させ る こ とに も な って い る。 しか し、 英 語 指 導 者 と して 学 ぶ べ き こ とは 多 い 。

先 ず は 、 英 語 の授 業 は 、 英 語 で 教 え る こ と。 スペ イン 人 の指 導 法 か らみ て も、 英 語 の授 業 に

つ い て は 、 日本 語 訳 だ け に 焦 点 を あ て す ぎた り、 文 法 の教 科 書 だ け で 文 法 の練 習 を 繰 り返 す 方

法 よ り、 英 語 を 用 い て 、 討 論 させ た り、 コ ミ ュニ カ テ ィブ ・ア プ ローチ な ど の英 語 指 導 法 を 積

極 的 に 取 り入 れ て い く必 要 が あ る と思 わ れ る。
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